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著 書 (平成20年1月～12月)
○病気と薬 パーフェクトBOOK 2008
吉田裕樹、高村徳人、徳永仁 (共著)(監修・編集 :池田宇一ほか)分担執筆
南山堂 (2008)
○医事法講義 [全訂第8版]
前田和彦
信山社 (2008)
〇人間の尊厳と科学 ―医療、保健、福祉、介護を学ぶために一
山本郁男
京都廣川書店 (2008)
○技術の追求「進化する加温技術」―超音波による加温―
小野誠治、楠原和朗*、 矢野達彦*
*(宮崎大 ,医)
毎日新聞,ハイパーサーミアがん温熱療法ガイドブック,
日本ハイパーサーミア学会編,164167(2008)
OPharmacotherapy改訂版
高村徳人 (編集 :吉田正ほか)分担執筆
ネラトメラディカル, 823-880, 840-848(2008)
原 著 (平成20年1月～12月)
総 説 (平成20年1月～12月)
O大麻文化科学考(その 18)一ヒトにおける大麻主成分カンナビノイドの代謝―
渡辺和人*、 木村敏行*、 山折大*、 竹田修三*、 宇佐見則行、山本郁男
*(北陸大 ,薬)
北陸大学紀要,31,1-■
○第5次医療法改正により構築される良質な医療の提供
前田和彦
日本社会医療学会誌,社会医療研究,6,2332
0保険薬局、病院、ベンドサイド薬剤業務対応の臨床薬学系実習
本屋敏郎、平井正巳、高村徳人、山本隆一
日本病院薬剤師会雑誌,44,12111213
0保険薬局薬剤業務に主眼をおいた臨床薬学教育との取り組み
本屋 敏郎、河内 明夫、柴田 由香里
日本病院薬剤師会雑誌,44,71卜4
○様々な投与ルー トの確認を可能にした薬学系万能型実習モデルの導入と学生による評価
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、古屋弓子、
鳥取部和弘、松岡俊和、小野誠治
医療薬学,34,685690
0薬学部臨床薬学系実習におけるさまざまなバイタルサインを取り入れた教育法の構築
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、宣田裕樹、古屋弓子、鳥取部和弘、永田将司、
日高宗明、松岡俊和、小野誠治、山本隆一、有森和彦*
*(宮崎大・薬)
医療薬学,34(9),847852
0薬学部教員主導によるグループ病院実習の試みと評価
永田将司、日高宗明、大野梨絵*、 岩切智美*、 奥村学*、 有森和彦*、 鈴木彰人、
河内明夫、徳永仁、平井正巳、高村徳人、本屋敏郎、山本隆一
*(宮崎大・薬)
医療薬学,34,256-262
0薬学部における模擬保険薬局実習の導入とその評価
柴田由香里、河内明夫、高村徳人、徳永仁、古屋弓子、
平井正巳、鈴木彰人、真島崇、杢屋敏郎
日本薬剤師会雑誌,60,939-942
0薬学部における救急ケアシミュレー タを用いた救命救急教育への取り組み
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、鳥取部和弘、永田将司、
日高宗明、松岡俊和、小野誠治、山本隆一、有森和彦*
*(宮崎大・薬)
薬学雑誌,128,10451055
0日向薬事始め (その4)一延岡藩侍医、白瀬道順と白瀬永年一
山本郁男、宇佐見則行、井本真澄、岸信行*
*(北小路調剤薬局。)
九州保健福祉大学研究紀要,9,187-192
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(200 )
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
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○内視鏡業務から発生する医療廃棄物の管理に関するHACCPへの応用
小島真二*,カロ藤雅彦,田中勝料,藤井昌史*
*(川崎医大)、 **(岡大院)
医療廃棄物研究,20,77-82
0実務実習事前学習としての「調剤報酬実習」の導入とその評価
河内明夫、柴円由香里、本屋敏郎
医療薬学,34,474-480
0レセプトコンピュータ薬剤鑑査システムを用いたお薬手帳鑑査の有用性検討
柴田由香里、河内明夫、田口順子*、 首藤博子半、原田勝己**、本屋敏郎
*(アリエス調剤薬局)、 **(脚イーメディカル)
医療薬学,34,972-976
0リスクマネジメントに焦点を当てたプレ臨床実習プログラム
平井正巳、鈴木彰人、真島崇、坂田晃、本屋敏郎、河内明夫、
柴田由香里、古屋弓子、徳永仁、高村徳人
医療薬学,34,559-566
0病気の治療と予防一東洋医薬学の考え方のエンセンス
程妬釣、孫基然*
*(吉備国際大学 。社会福社学部)
九州保健福祉大学研究紀要,9,163-167
0総合的な同等性評価が問われる後発品薬品 ―塩酸ベニジピン錠の剤形変更時の特性および情報提供の比較一
市原絵美*、 奥村学*、 吉田史*、 河野洋平キ、大浦華代子*、 岩切智美*、 保田和哉*、
塩月理士*、 松田真理*、 水元貴美子*、 吉田裕樹、熊谷有紀*、 有森和彦*
*(宮崎大・薬剤部)
医療薬学,34,366-373
0さまざまな投与ルー トを可能にした薬学系万能型実習モデルの導入と学生による評
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、宣田裕樹、古屋弓子、鳥取部和弘、
永田将司、松岡俊和、小野誠治
医療薬学,34,685-690
0Up―regulation of β 2~adrenergic receptor immunoreactivity in astrocytes in the spinal cord after
rhizotomy
Teruyoshi Kondo, Kel-lchiro Nakalnura, Norlto Takalllura,Jin TOkunagn
九州保健福祉大学研究紀要,9,153161(2008)
()Synergistic induction of MUC5AC mucin by nontypeable Haemophilus influenzae and StreptOcoccus pneumoniae.
Shen H*, Yoshida H, Yan F**, Li V**, Xu F**, Huang H**, 」onO H**, Li JD**.
* (Zhejiang University) 、 ** (University of Rochester)
Biochelll.Biophys.Res.Collullun. 」an 25, 795-800 (2008)
()Sphingomyelinase inhibition suggests a possible new strategy for the treatnent of inflammatory bovel disease,
S,Soeda*1, A.Sakata, T,Ochiai*1, K.Yasuda*1, Y.Kuranoto*1, H.Shimeno*1, A.Toda*2
R.Eyanagi*2, S.Hikishillla*2, T,Yokomastu*3, S.Shibuya*4
*1(福岡大・薬)、*2(第一薬科大・薬)、 *3(東京薬科大・薬)、 *4(帝京平成大・ 薬)
Current Drug Therapy, 3, 218-225 (2008)
O Relationship betveen methotrexate concentration in serun and half-life of llethotrexate in high―do
methotrexate therapy: a retrospective study
Shibayana Y.*, Motoya T., Yoshikava Y.*, Matsumoto K.*, Fukanlzu T.*,
Fukunaga N.*, Shimodozono Y.*, Takeda Y.*, Yaillada K.*
*(鹿児島大・ 医歯病院・薬剤都)
」. Applied Therapeutic Research, 6(3), 25-28 (2008)
()Overcoming hERC issues for brain―pen trating cathepsin S inhibitors: 2-Cyanopyrinidines, Part 2.
Irie Osamu*, Kosaka Takatoshi*, Kishida Masashi*, Sakaki 」uniChi*, Masuya Ke ichi* ,
Konishi Kazuhide*, Yokokawa Funiaki*, Ehara Takeru*, Iwasaki Atsuko*, Ivaki Yuki*,
Hitomi Yuko*, Toyao Atsushi , Cunji Hiroki*, Teno Naoki*, Ivasaki Cenji*, Hirao Ha」ime*,
Kanazawa Takanori*, Tanabe Keiko*, Hiestand Peter C.*, Malcangio Marzia*, Fox Alyson」.*,
Bevan Stuart」.*, Vaqoob Mohallulled*, Culshav Andrev J.*, Hart Terance W.*, Hallett Allan.*
* (Novartis Pharma K.K )
Bioorganic & Medicinal Chemistry Letters, 18, 5280-5284 (2008)
()Modulation of some cell surface antigens in the monocyte-1lke cell line U937 in response to β-1,3-1,6 glucan
derlved from И′rθοうと,s′bT[′″pr′どノ,7とュヵ∫
Ikewaki N, Tamauchi H*, Inoko H**
*(北里大 。医)、 **(東海大 。医)
J.of Kyushu Univ. of Health and Welfare, 9, 81-91 (2008)
OInfluences of haemodialysis on the binding sites of hunan serum albumini pOssibility of an efficacious
administration plan using binding inhibition
Toyotaka Nishio*,Norito Takalnura,Ryuuichi Nishii**,Jin TOkunaga,Mitsuyoshi Yoshimoto*,
Keiichi Kavai*
*(金沢大学大学院・ 医)、 **(滋賀県立成人病センター研究所)
Nephrol,Dial.Transplant, 23, 2304-2310 (2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
dorsal
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()ImmersiOn in hot spring improves cardiovascular functions in ,atients vith chrOnic heart failure
KudO Y*, Oyama J*, Nishiyama Y*, Maeda T*, Ikewaki N, Makino N*
*(九大・医)
」.Jpn.Soc.Balneol. Clinatol. Phys. Med  71, 234-240 (2008)
O Generation Of reactive oxygen species during mouse hepatic microsomal illetabolism of cannabidiOl and
cannabidiol hydrOxy―quinone
Usami N,,YamamOtoWatanabe K.*
*(Faculty of Pharmaceutical Sciences,Hokuriku University)
Life Sci. 83, 717-724 (2008)
()CannabidiOlic acid as a selective cyclooxygenase-2 inhibitory component in cannabis.
Takeda S.*, Misava K.*, Yamamoto_I。, Vatanabe K.*
*(Faculty Of Pharmaceutical Sciences, Hokuriku University)
Drug Metab Dispos. 36, 1917-1921 (2008)
C)∠19-Tetrahydrocannabinol enhances MCF-7 cell prOliferation viacannabinoid eceptOr―independent sign ling
Takeda S*, Yamaor■
Watanabe K*
羊 (Faculty of Pharmaceutical Sciences, Hokuriku University)
**(Division of Pharmacy, Shinshu University Hospital)
ToxicO10gy, 245, 141-146 (2008)
()Effect Of acute hepatic failure On epirubicin pharmacokinetics after intrahepatic arterial injection in rats
Masashi Nagata, Yasuko Matsuo*, Muneaki Hidaka, Yohei Kavano*, Manabu Okumura*,
S*, M toya E*, Matsunaga T**, Kinura T*, Yamallloto
Norlto Takamura, Kazuhiko Arlmorl*」in Tokunaga,
*(宮崎大・薬)
Biological & Pharmaceutical B■1letin, 31, 493-496 (2008)
()4-Amino-2-cyanopyrimidines: Novel scaffOld for nOnpeptidic cathepsin S inhibitors.
Irie Osamu■, Yokokava Fumiaki*, Ehara Takeru*, Iwasaki Atsuko*, Iwaki Yuki*,
Hitomi Yuko*, Konishi Kazuhide*, Kishida Masashi*, TOyao AtSugとi , Masuya Keiichi*,
Cunji Hiroki*, Sakaki 」unichi*, Ivasaki Cenji*, Hirao Hajime*, Kanazava Takanori*,
Tanabe KeikO*, Kosaka Takatoshi*, Hart Terance 平.*, Hallett Allan.*
* (Novartis Pharflla K.K)
Bioorganic & Medicinal Chemistry Letters, 18, 4642-4646 (2008)
()Main phenoliccompounds frOlll the f10ver of TrachelOspermum
Hosol S, Shimlzu E, Tanaka T*, Saka■E*,
* (Cifu Pharmaceutical University)
asiaticulll var, intermediun lApocynaceae)
Y m da M**, Sakushima
**(Departillent of Food Science, Faculty Of Health and NutritiOnal Sciences, Minani Kyushu
University)
」. Nat. Med. 62, 354-355 (2008)
()Analysis of CYP3A inhibitOry compOnents Of star fruit(Averrhoa carambola L.)using l三quid ch OmatOgraphy―mass
spectronetry
Hosoi S, Shinizu E, Arinori K*, Okuilura Mキ, Hidaka M*, Yaillada M**, sakushima A
* (Departnlent of Pharlnacy, Miyazaki Medical C。1lege Hbspital)
**(Departれlent Of Food Science, Faculty of Health and Nutritional Sciences, Minani Kyushu
University)
J. Nat, Med. 62, 345-348 (2008)
その他の刊行物 (平成19年1月～12月)
○平成 19年度廃棄物処理等科学研究 研究報告書
動物由来医療廃棄物のリスクとマネジメントに関する研究 (K1908)
カロ藤雅彦、井勝久喜*、 小林春男*キ、古川敏紀料**(吉備国大)、 **(川崎医福大)、 *料 (倉敷芸科大)
1-71 (2008)
○分かりやすい化学「化合物の命名法 (9)脂質の名前の付け方」
高橋秀依*、 細井信造、山本郁男
*(帝京大・薬)
化学と薬学の教室,158,1925(2008)○薬学6年制を成功させるために (「医療人 CP」その 9)
:薬剤投与法・バイタルサインチェンク・救急救命を取り入れたベッドサイド実習の真意とは
～薬剤師を薬物治療の表舞台 (=最前線)で活躍させるために～
高村徳人
○保険薬局、病院、ベンドサイ ド薬剤業務対応の臨床薬学系実習
本屋敏郎、平井正巳、高村徳人、山本隆一
宮崎県薬会誌,143,2325(2008)
日本病院薬剤師会雑誌,44,8,12■1213(2008)
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O医療従事者とのコミュニケーシヨン
藩践九身τ憂偏篭霙鋸爵髭舞寧雪守事務を想定した再教育研修プログラムの策定に関する研究
本屋敏郎 (分担)平
成19年度総括・分担研究報告書 (主任研究者 望月正隆)9398(2008)
○機能訓練指導員実態
醒屋竪窪象観 〒曇寒蓄露:父密黒臭生点「 加藤一也**、
藤田正一**、細野登**
*(久留米大学)、 **(日本柔道整復
=衰
19年度厚生労働省老人保健健康増進等事業研究報告書
(日本柔道整復師会),5,189192(2008)
学会発表 (平成20年1月～12月)
°々褒著黎争算率皇審鷲謎否獄哭繁房帝サ7'宮異撃密蓼ga写具R冤薮碁涙落経築」「薬学部臨床薬学系琵墨透室集晃纂轟禁
′
ど墨垂箋ま
:ヒζ自瞥書と皇身写ξ:【皇蕃尼砲1∫菅聯テ帰季身移!霙撃平成 19年度九州保
′
O臨床能力を有する実践型薬剤師教育推進のための臨床薬寺
的診断法からのアプローチ～「教授すべきはバイタルサインと臨床センスが注入された薬学的技術 (=薬術)」
高村徳太 堡丞仁、吉田裕
錦 継 祉大学医人針 フオーラム 側 要旨完 側 伽 ⑪平成 19年度九州保
○臨床検査値から見た透析患者における薬物の血清アルブミン結合能変動の予測
～「薬学的分布診断法」からのアプローチ～
F恩諒禁簗島卦｀1齢)ミ萌望しと認鍛鵡 端考夕瑞鍮)
かながわ薬剤師学術大会 (神奈川)講演要旨集,107108(2008)
O遊離脂肪酸分泌およびアディポカイン発現に対するフラボノイドの影響
吉田裕樹、緒方賢次、徳永仁、川井恵一*、 松岡俊和、高橋悟、高村徳人
*(金沢大学大学院・医)
第31回日本分子生物学会年会 (神戸)要旨集,668(2008)
○遊離脂肪酸及びアデイポカイン発現・分泌制御に対する柑橘類フラボノイドの影響
吉田裕樹、緒方賢次、徳永仁、甲斐広文*、 首藤剛*、 高橋悟、松岡俊和、川井恵一**、
高村徳人*鰈大院・医剰 、料 鯰 沢大
亮黍舜琶 者畿 学会九′lヽ1支部大会 範 耐 要旨集,Ю912009第
0薬剤師の臨床能力向上をめざした新しい薬剤師教育
高村徳人、徳永仁
第 12回日本地域薬局薬学会年会 (東京)講演要旨集,1920(2008)
○薬剤師の臨床能力向上を目指した最もユニークなベンドサイド実習
高村徳人
第41回日本薬剤師会学術大会 (宮崎)講演要旨集,143(2008)
○薬学部臨床薬学系実習への薬学系万能型実習モデルの導入
緒方賢¥次、征逢 、高村徳人、吉田裕樹、
日曝 肇 刑 降 警 ィ鍵 韓 旨集,名 川OQ∞0
0薬学部臨床薬学系実習における様々なパイタルサインを取り入れた教育法の構築
高村徳人、徳永仁、緒方賢次、吉田裕樹、永田将司、日高宗明、松岡俊和、小野誠治、
山本隆一、有森和彦*
*(宮崎大・薬)
日本薬学会第128年会 (横浜)要旨集,2,210(2008)
○薬学部教員主導によるグループ病院実習の試みと評価
永田将司、日高宗明、大野梨絵*、 岩切智美*、 奥村学*、 有森和彦*、 鈴木彰人、
河内明夫、徳永仁、平井正巳、高村徳人、本屋敏郎、山本隆一
*(宮崎大・薬)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,215(2008)
○薬学部における救急ケアシミュレー タを用いた救命救急教育への取り組み
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、永田将司、日高宗明、松岡俊和、
小野誠治、山本隆一、有森和彦*
*(宮崎大・薬)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,193(2008)
蝶 割 における救急
4逐茎建金g堪墨墨重ぎ
ヤ
濯軍と 健墾亀墨筆堤塁塁竪a脇 ?霞繁慢穐*、
山岡章浩**、小野誠治、山本隆一
*(善仁会病院)、**(九州大・医)
日本蘇生学会第27回大会 (長崎)講演要旨集,232(2008)
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○保険薬局薬剤師のためのタンパク結合推測術 (透析患者のケース)
西尾豊隆*、 高村徳人、徳永仁、緒方賢次、西井龍一**、川井恵一*
*(金沢大学大学院・医)、**(滋賀県立成人病センター研究所)
第41回日本薬剤師会学術大会 (宮崎)講演要旨集,O服薬指導に対するやりがいへの学生の意識構造解析
柴田由香里、河内明夫、本屋敏郎
第 18回日本医療薬学会年会 (札幌)要旨集,O病院薬剤師におけるバイタルサイン・救命救急への関与についての意識調査
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、山本隆一
第 18回日本医療薬学会年会 (札幌)講演要旨集 ,O病院薬剤師と薬学生におけるバイタルサイン・救命救急への関与についての意識調査
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、山本隆一
第41回日本薬剤師会学術大会 (宮崎)講演要旨集,
O日向薬 (くすり)事始め (その5)一日向出身の適塾生一
山本郁男、宇佐見則行、井本真澄、岸信行*
*(北小路調剤薬局。)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,O電子カルテシステムを用いた持参薬と院内処方薬の新たな運用方法とリスク回避事例
小川衣里*、 黒木教彰*、 甲斐晃弘*、 興椙靖幸*、 日中恵美*、 千代反田晋*、
吉田裕樹、緒方賢次、徳永仁、高村徳人
*(千代田病院)
第41回日本薬剤師会学術大会 (宮崎)講演要旨集 ,O小・中学生に対する薬物乱用防止教育の実践
宇佐見則行、井本真澄、岸信行*、 山本郁男
*(北小路調剤薬局。)
569 (2008)
366 (2008)
459 (2008)
528 (2008)
219 (2008)
516(2008)
第41回日本薬剤師会学術大会 (宮崎)要旨集,226(2008)
○高悪性度星細胞腫に対する術後放射線治療について
楠原和朗*,小野誠治,矢野辰彦キ,川村慎二**.田村正三*
*(宮崎大 医)、 キ*(宮崎大 付属病院)
日本放射線腫瘍学会第21回(札幌)発表抄録集,211(2008)
○機能患者シミュレー タを用いた様々な薬物投与を体験できるシナリオ作成
徳永仁、高村徳人、緒方費次、吉田裕樹、松岡俊和、牧原真治*、 廣兼民徳*、
山岡章浩**、小野誠治、山本隆一
*(善仁会病院)、 **(九州大 。医)
医療薬学フォーラム2008(東京)講演要旨集,305(2008)O患者シミュレー タを用いた様々な医療処置を体験できるシナリオ作成とその評価
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、松岡俊和、小野誠治、山本隆一
平成20年度全国大学IT活用教育方法研究発表会 (東京)予稿集,3839(2008)O臨床能力を有する実践型薬剤師の養成を目指して「ベンドサイド実習におけるバイタルサインの確認法と薬学臨床技
術導入学の実践」
徳永仁、高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、永吉幸二、山本隆一
平成20年度九州保健福祉大学―名城大学薬学部における医療人CP合同フォーラム
(延岡)要旨集,68(2008)
○臨床能力を有する実践型薬剤師の養成を目指して「バイタルサインチェックから見えてくる薬術の重要性」
高村徳人、徳永仁、緒方賢次、吉田裕樹、山本隆一
平成20年度九州保健福祉大学―名城大学薬学部における医療人CP合同フォーラム
(延岡)要旨集,4-5(2008)
Oラット精巣 3β―hydroxysteroid dehydrogenase/△辟△4 isomeraseに対するカンナビノイ ドの阻害作用
三澤宏一郎*、 舟橋達也、竹田脩三*、 山折大*、 木村敏行*、 山本郁男、渡辺和人**(北陸大・薬)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,3,172(2008)
○ラットにおける第4脳室内ェlluscinol持続投与による姿勢制御障害
河内明夫、柴田由香里、山田勝士*、 本屋敏郎
*(鹿児島大・大学院医歯学総合研究科薬物動態制御学分野)
第67回日本めまい平衡医学会 (秋田)要旨集,403(2008)
○薬物の蛋白結合性に及ぼす輸液の影響～in vitrO での検討～
山崎啓之*1、久家教幸*2、古屋弓子、高村徳人、川井恵一*3、緒方郁子■1、
瀬尾量*1、有森和彦*4
*1(崇城大・薬)、 *2(宮崎大病院・放射線部)、*3(金沢大・医)、 *(4宮崎大病院・薬)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,4,217(2008)Oベンドサイド実習におけるバイタルサインの確認法と薬学的臨床技術の導入
高村徳人、徳永仁、緒方賢次、吉田裕樹、永田将司、日高宗明、松岡俊和、
小野誠治、山本隆一、有森和彦*
*(宮崎大・薬)
第 18回日本医療薬学会年会 (札幌)講演要旨集,366(2008)
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○ヒトCYPl分子種の酵素活性に対する主要カンナビノイdの阻害作用
串原美佳*、 山折大*、 木村敏行*、 山本郁男、渡辺和人*
*(北陸大・薬)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,3,121(2008)
′ノシンの睡眠促進物質 (SPS)様作用Oヒスチジン関連ジペプチド、ホモカル
宇佐見則行、井本真澄、岸信行*、 山本郁男
*(北小路調剤薬局。)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,3,124(2008)
‐ルカルノシンの睡眠促進物質 (SPS)様作用Oヒスチジン関連ジペプチド、叶アセ
盤 、岸信行*、 山本郁男宇佐見則行、様局。)*(北小路調剤乗
        第25回日本薬学会九州支部大会 (延岡)要旨集,115(2008)
○動物由来医療廃棄物に関するリスクとマネジメントの研究
加藤雅彦、保科定頼キ1、 仁田由美*2、高原成明*2、小林春男キ3、 紺野克彦、
井勝久喜*4、古)|1敏紀*5
,*2((株)環境調査技術研究所)、キ1(慈恵医大))、
*4(吉備国大)、 *5(倉敷芸科大)*3(川崎医福大)     
医療廃葉物研究会第27回研究講演会 (東京)抄録集,17(2008)
○動物由来医療廃棄物に関するリスクとマネジメントの研究
加藤雅彦、保科定頼*1、小林春男*2、井勝久喜*3、紺野克彦、古川敏紀*4
.*2(川崎医福大)、 *3(吉備国大)、*4(倉敷芸科大)*1(慈恵医大)、
       日本乗境学会第34回研究発表会 (富山)抄録集,242(2008)
O動物由来医療廃棄物に関するリスクとマネジメントの研究
加藤雅彦、万年和明*1、保科定頼*2、紺野克彦、村尾信義*3、古川敏紀*3、井勝久喜*4
(吉備国大)*1(大分大)、 *2(慈恵医大)、 *3(倉敷芸科大)、 *4
日本防菌防徴学会若手の会 (神戸)抄録集,15(2008)
○動物病院由来医療廃棄物の現状
加藤雅彦、保科定頼*、 紺野克彦、古川敏紀**
**(倉敷芸科大)*(慈恵医大)、                  17回大会 (東京)テキスト,27(2008)日本動物看護学会第
○蛋白結合阻害を利用したシスプラチン動注療法に関する基礎的研究
松尾徳子、徳永イ_、 高村徳人、緒方賢次、吉田裕樹、丞田将司、有森和彦*
*(宮崎大・薬剤部)
第25回日本薬学会九州支部大会 (延岡)講演要旨集,16(2008)
○セルフメディケーションに関する薬学1年次早期導入講義とその教育効果
柴田由香里、河内明夫、本屋敏郎
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,201(2008)
O生理活性を指向したL carnosine誘導体の合成
宮越辰則、渡邊暁子、坂本正徳、山崎哲郎
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,145(2008)
○進行性指掌角皮症に温経湯が奏効した一例
程妬釣
第34回日本東洋医学会九州支部学術総会 (熊本)要旨集,31(2008)
○シクロスポリン投与ラットにおける耐糖能異常発現と膵β細胞障害
坂田晃、鈴木彰人、平井正巳
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,3,109(2008)
①シクロスポリン投与ラットにおける耐糖能異常と脂質代謝異常
坂田晃、鈴木彰人、平井正巳
第 18回日本医療薬学会年会 (札幌)講演要旨集,98(2008)
Oシクロスポリン投与ラットにおけるピオグリタゾンの影響について
坂田晃、鈴木彰人、平井正巳
」州支部大会 (延岡)要旨集,99(2008)第25回日本薬学会力
○ジェネリンク医薬品に対する患者意識調査
黒木教彰*、 甲斐晃弘*、 興相靖幸*、 小川衣里*、 田中恵美*、 千代反田晋*、
徳永仁、高村徳人
*(千代田病院)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,4,180(2008)
○環境経営システムの大学一学部への導入
林賢太郎*、 藤原一貴*、 加藤雅彦、荒田鉄二*、 井勝久喜*
*(吉備国大)
日本環境学会第34回研究発表会,(富山)抄録集,123(2008)
○カルボキシルエステラーゼによる局所麻酔薬の加水分解におけるアルコール体の影響
井本真澄、宇佐見則行、山本郁男、渡辺和人*
*(北陸大・薬)
日本薬学会第128年会 (横浜)要旨集,4,125(2008)
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○お薬手帳の活用に関する実態H周査
菓子野 美千代*、 柴田 由香里、河内 明夫、本屋 敏郎
*(宮崎県薬生涯教育委員会、たちばな薬局旭通)
○エピルビシン肝動注時の体内動態に,         
第41回日本薬剤師会学術大会 (宮崎)要旨集,447(2008)
覧ばす急性肝障害の影響
松尾徳子*、 永田将司、日高宗明、河野洋平*、 奥村学*、 徳永仁、高村徳人、有森和彦*
*(宮崎大・薬)
○エステル型薬毒物の加水分解反応に,           
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,4,127(2008)
えばすアルコール体の影響
井本真澄、宇佐見則行、山本郁男、渡辺和人*
*(北陸大・薬)
日本法中毒学会第 27年会 (東京)要旨集,44-45(2008)
○いわゆる五十肩に「夜苓丸」に加味した処方が奏効した症例
程妬釣
東亜医学学会第 18回漢方治療研究会 (千葉)要旨集,24(2008)
○医療事故と患者への説明義務の新たな展開
前田和彦
○△9テトラヒドロカンナビノールに」
日本柔道整復接骨医学会 (東京)柔道整復接骨医学,16,5,382-383(2008)
竹田脩三*、 山葉
るMCF-7乳がん細胞増殖の細胞内エス トロジェン産生系による調節
に郁男、渡辺和人*
*(北陸大・薬)
フォーラム2008:衛生薬学・環境 トキンコロジー,要旨集,279(2008)
()Selectivity of major cannabinoidstoward inhib tiOn of human CYP3A isoforms
Yanaori S*, Ebisava 」*, Kimura T*, Yamamoto I, Watanabe K*
* (Faculty of Pharmaceutical Sciences、 Hokuriku Univer ity)
Micosone Drug OxidatiOn 2008, Saratoga Springs  U.S.A.  Abstract, 174 (2008)
()Reactivitiy of oligodendrocyte precursor cells correlates with b100d―spinal cord ba ier danage in the spinal
cord f。110ving dorsal rhizotOmy
Teruyoshi Kondo, Norito Takalllura, 」in Tokun ga,  Kei―Ichiro Nakamura
第31回日本神経科学大会 (東京)プログラム集,210(2008)
()Possibility of an eficacious administration plan using drug prOtein binding inhibition in henodialysis
Toyotaka Nishio*, Norito Takarlura, Jin Tokunaga, Ken」1 0gata, Ryuuichi Nishii**,
Mitsuyoshi YoshimOtO*, Ke■■chi Kava■*
*(金沢大学大学院・医)、 **(滋賀県立成人病センター研究所)
OL Carnosine誘導体の合成と生理作月       
日本薬物動態学会第 23回年会 (熊本)講演要旨集,381(2008)
]について
宮越辰則、鳥や尾篤、渡邊暁子、坂本正徳、山崎哲郎、木葉敬子、定金豊、川原工博
第 25回日本薬学会九州支部大会 (延岡)要旨集,139(2008)
()Dosage plan of a flurbiprofen―axetil using inhibition of protein binding by 6-methoxy-2-naphthyl acetic acid
Kenj1 0gata, 」in Tokunaga, Hiroki Yoshida, Tadashi Nakanura*,  Keiichi Kavaiキ*,
Shun Higuchi***, Norito Takamura
*(潤和会記念病院)、**(金沢大学大学院・医)、***(九州大・医)
日本薬物動態学会第23回年会 (熊本)講演要旨集,269(2008)
OCaco-2細胞におけるエステラーゼ活性に対する日向夏の阻害作用
井本真澄、宇佐見則行、山本郁男、細井信造、佐久嶋明世、渡辺和人**(北陸大・薬)
第23回日本薬物動態学会年会 (熊本)要旨集,314(2008)
()Action mechanism of △9-tetrahydrocannabinol to potentiate barbiturate― r benzodiazep ne一nduced sleep
Killlura Tキ, Yamao■■ S*, Usaml N,YamamotoWatanabe K*
*(Faculty Of Pharmaceutical Sciences、 Hokuriku Univ rsity)
Int,Cennabis Research Society 2008, Aviemore, Scotland, Abstract, 148
()A basic study on illigration to tissue of site probe drugs by using a cell membrane plate
」in Tokunaga,Norito Takalllura,Kenj1 0gata,Hiroki Yoshida,
Toyotaka Nishio*, Keiichi Kavai*
*(金沢大学大学院・医)
日本薬物動態学会第23回年会 (熊本)講演要旨集,3210ザクロに含まれるCYP3A阻害成分の探索研究
清水映里、細井信造、佐久嶋明世、日高宗明、奥村学*、 有森和彦*
*(宮崎大病院薬)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,7
0β位に不斉中心を有する一級アルコールのビナフチル誘導体の誘起CDと立体配座解析
細井信造、佐久嶋明世、日中丈幸*、 本内文之料
*(愛媛大総合研セ)、 キ*(基盤研)
日本薬学会第 128年会 (横浜)要旨集,2,186
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
